
2019年 6月 22日 

 

開成学園排球部 OB会 2018(平成 30)年度総会 議事次第 

 

 

 

日時 2019年 6月 22日（土）16時 30分より 17時半頃まで 

場所 ホテルラングウッド（日暮里）6FL 彩林の間 

        

 

司会； 市村幹司郎（副会長、昭和 50年卒） 

開会の挨拶； 松原秀彰（会長、昭和 49年卒） 

議案１． 平成 30年度活動報告と審議・承認 

① 主な活動報告； 天明幹事長 

② 新校舎・新体育館建設に寄付（10万円）の件； 天明幹事長 

③ 荒川区民大会へ再参加の件； 野澤副幹事長 

議案２． 平成 30年度決算報告と審議・承認； 金田会計幹事、増田監査幹事 

議案 3． 2019年度役員案の審議・承認； 松原会長 

議案 4． 2019年度活動計画案と審議・承認；  

④ 会則改定案の件； 天明幹事長 

⑤ 外部体育館等借用に対する補助の件（15万円×2年間）； 天明幹事長 

⑥ 連絡システムならびに会費徴収方法の件； 大内総務幹事 

⑦ 新ホームページ開設の件； 松原会長 

議案 5． 2019年度予算案と審議・承認； 金田会計 

議題 6． その他 

閉会 

 

 

 

 

懇親会 

 時間； 2019年 6月 22日（土）18時より（20時までに退室完了のこと） 

場所； ホテルラングウッド（日暮里）6FL 彩林の間 

 内容； 新 OB会員（H31年卒）紹介、参加者スピーチ、校歌斉唱等 

 会費； 社会人 5千円、若手社会人（40歳未満）2千円、学生無料 

 

 

 

 

 

 

 



参加予定者 

 

S31 加藤 裕康 

S38 芥川 修、山本 純一 

S40 佐藤 勇（懇親会のみ） 

S44 片野 昭秀 

S45 小川 宗男、山本 惠一 

S49 老川 知永、高塚 義弘、丹治 雅行、松原 秀彰 

S50 市村 幹司郎 

S52 老川 功明、島田 幸信（総会のみ） 

S54 関 茂和 

S56 野澤 和久、天明 宏之 

S59 増田 修久 

H6  今井 耕介、大田 英揮、澤田 研一、鈴木 大輔、徳永 貴志 

H9  金田 俊介、宮 利政 

H10 中西 匠 

H14 勝井 政博、大内 隆成 

H23 徳田 大輔、安部 将弘、林 健太郎、米内 征人 

H29 今川 隆太（総会のみ）、中島 博雅、藤本 慧冴、山本 哲也 

H30 高橋 大 

H31 酒井 聖平、平井 達大、能丸 純太朗 

 

総会参加者数；39名 

 

懇親会参加者数；38名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議案１． 

①主な活動報告 

(ア) 会報発行（2018年 8月） 

(イ) 年度幹事会（2018年 10月 20日）＠ホテルラングウッド、参加 36名 

議案１．年会費徴収率向上 

議案２．名簿・連絡網の完備について 

議案３．年度幹事会の充実について 

議案４．ホームページ・連絡システム制作の外注化について 

議案５．OB親睦イベントへの協力について 

議案６．その他 

について議論しました。引き続き懇親会を行いました。 

(ウ) 第二回 KVC 杯ゴルフコンペ（2018 年 11 月 25 日）＠千葉よみうりカントリーク

ラブ、参加 12名、 優勝 神長周兵さん（H7年卒） 

(エ) 練習初め（2019年 1月 3日）＠開成体育館、参加 19名、引き続き懇親会を行い

ました。 

(オ) 春合宿（2019年 3月 22～26日）＠ベルデ軽井沢、参加 12名 

(カ) 第 37 回開成麻布定期戦（2019 年 3 月 30 日）＠開成体育館（当番校）、参加 40

名、開成総合優勝（１５連覇、通算２８勝９敗） 

(キ) 幹事会 一回目；2019年 5月 11日、二回目；2019年 6月 9日＠新橋ルノアール

会議室 

(ク) 幹事と若手学生 OBの意見交換（２０１９年６月１日）＠日暮里、参加６名 

  

② 新校舎・新体育館建設へ寄付の件 

  昭和４７年建築の現役・OB 時代を通じて練習や試合に汗を流した体育館が建て替

えのため本年３月３１日で閉鎖されました。新体育館・新校舎の建設に当たって寄付

の要請があり、当 OB会としても宮先生を通じ、OB会名で１０万円を寄付しました。 

 

③ 荒川区民大会へ再参加の件 

  バレー部 OB会として、以前参加していた荒川区民大会への再挑戦を考えてきまし

た。本年（平成 31 年 3 月）卒業の酒井君が精力的に学生 OB に声を掛けてくれました

が、準備期間も短く、残念ながら 6/16のオープン大会への参加には間に合いませんで

した。秋に予定（１０月～１１月）されている区民大会までにはチームを作り、練習

も行ない参加したいと考えておりますので、選手あるいは応援として、皆さんの御協

力をお願いいたします。宮先生のところに予備ユニホームが２セットあり、まずはそ

れを活用することとします。 

 

 

 

 

 

 



議案２．平成 30年度決算報告 

 

科目 金額 科目 金額 科目 金額 科目 金額
*1 （収入の部） （収入の部）

広報・連絡費 ¥500,000 *2 年会費 ¥400,000 広報・連絡費 ¥0 年会費 ¥572,000
懇親会等支援費 ¥150,000 *3 懇親会等支援費 ¥24,783 受取利息 ¥26
麻布定期戦費 ¥20,000 麻布定期戦費 ¥17,552 前年度修正分 ¥8,292
幹事会費 ¥30,000 幹事会費 ¥18,030
慶弔費 ¥10,000 慶弔費 ¥0
その他 ¥10,000 その他 ¥59,062
（文房具費、事務費、銀行手数料等） （文房具費、事務費、銀行手数料等）

OB会親睦のための経費（小計） ¥720,000 OB会親睦のための経費（小計） ¥119,427

春夏合宿援助費 ¥120,000 春夏合宿援助費 ¥120,000
現役強化費 ¥90,900 *4 現役強化費 ¥145,264
（内訳） 遠征費 ¥49,000 （内訳） 遠征費 ¥44,100

バレーボール教本代 ¥21,900 バレーボール教本代 ¥29,200

新入部員勧誘費 ¥10,000 新入部員勧誘費 ¥0

若手OB新年会援助費 ¥10,000 若手OB新年会援助費 ¥71,964

コーチ関連出費 ¥75,000 コーチ関連出費 ¥33,800
コーチお礼 ¥20,000 コーチお礼 ¥20,000

コーチポロシャツ代 ¥15,000 コーチポロシャツ代 ¥13,800

交通費補助費 ¥40,000 交通費補助費 ¥0

その他 ¥10,000
現役支援のための経費（小計） ¥295,900 現役支援のための経費（小計） ¥299,064

合計 ¥1,015,900 合計 ¥400,000 合計 ¥418,491 合計 ¥580,318
次年度繰越金 ¥3,154,913 前年度繰越金 ¥3,770,813 次年度繰越金 ¥3,932,640 前年度繰越金 ¥3,770,813

資産残高 期首 期末
みずほ銀行稲荷町支店 ¥3,634,689
みずほ銀行丸の内中央支店 ¥0
ゆうちょ銀行〇一九店（019） ¥20,000
小口現金 ¥277,951
合計 ¥3,932,640

（内訳）
前年度繰越金
未払金（ユニフォーム）
未払金（校舎寄付金）
前年度修正分

次年度繰越金 ¥3,932,640
¥3,932,640

¥348,600
¥100,000
¥8,292

¥4,227,705

¥1,257,736
¥1,208,529
¥1,761,440

¥0
¥4,227,705

¥3,770,813

2018年度　予算　　2018年6月23日 2018年度　決算　　2019年6月22日

（支出の部） （支出の部）

*1　すべての支出については原則として領収書を揃える。
*2　OB会員全員への連絡システムおよびホームページ等の整備に使う。
*3　OB会員全員に連絡を行った行事に対して支援を行う。
*4　顧問の先生が年度初めに申請し、幹事会が認めた項目と金額（概算）については、支出
を許可し、半年毎に精算する。

 



議案３．2019年度役員案 

 

 

 

 

顧問 

     奥山 茂樹 先生 

     宮  利政 先生 

     須藤 俊文 先生 

 

名誉顧問 

     伊藤 清一 先生 

     栗原  弘 先生 

 

 

相談役 

 吉村  功 （S26卒） 

     石束 晃一 （S34卒） 

     安井 高明 （S37卒） 

山本 純一 （S38卒） 

佐藤  勇 （S40卒） 

結城 教仁 （S43卒） 

田中 俊一 （S43卒） 

片野 昭秀 （S44卒） 

桑田 起義 （S45卒） 

小川 宗男 （S45卒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役員 

会長 

松原 秀彰（S49卒） 

会長代行  

高塚 義弘（S49卒） 

副会長   

市村幹司郎（S50卒） 

関  茂和（S54卒） 

幹事長   

天明 宏之（S56卒） 

副幹事長  

野澤 和久（S56卒） 

奈村太久馬（S62卒） 

会計幹事 

 金田 俊介（H9卒） 

監査幹事 

 増田 修久（S59卒） 

総務幹事 

 大内 隆成（H14卒） 

 総務名簿管理 

  ◎◎ ◎◎（SHXY卒） 

 総務連絡・集約 

  ○○ ○○（SHZA卒） 

 

 

コーチ 

高校 

正  能丸 純太朗（H31卒） 

サブ 赤津 慶志朗（H31卒） 

中学 

正  酒井 聖平 （H31卒） 

  サブ 平井 達大 （H31卒） 

 

 

 



議案 4． 2019年度活動計画案 

 ④会則改訂案の件 

（イ） ゆうちょ銀行の預金口座の口座管理人名義変更（本 OB会 会計幹事がその任

に当たる）のため、会則に、本 OB会所在地住所ならびに本会設立年月日の記載が

必要なことが分かり、第２条の変更と第６条の追加を行う。 

（ロ） 従来第１５条にあった会員等の慶弔に当たっての祝電・弔慰金・弔電の実施

を削除することとしたい。 

（ハ） 口座運用の事務手続き上必要であるため、振替口座の登録住所は会計担当（口

座の代表者）の住所とする、を附則として追記する。 

 
開成学園排球部 OB会 会則（修正案） 

第1条 本会は開成学園排球部 OB会と称する。 

第2条 本会は開成学園（東京都荒川区西日暮里４－２－４）内に本部を置く。尚、必要に応

じて地方に支部を置く事を得る。 

第3条 本会は会員相互の親睦を図ると共に開成学園排球部の発展に協力することを目的とす

る。 

第4条 本会は第三条の目的達成のため、会報、会員名簿の発行およびその他必要な事業を行

う。 

第5条 本会は開成学園排球部の出身者（会員）を以って組織する。 

第6条 本会の設立年月日は、昭和 62年 11月 28日とする。 

第7条 本会に会長 1 名、副会長若干名、幹事長 1 名、副幹事長、各担当幹事、各年度別幹事

若干名を置く。 

第8条 本会に顧問及び相談役を置く事を得る。 

第9条 会長、副会長並びに幹事長は幹事会に於いて、会員中より之を推薦し、会長が之を委

嘱する。 

第10条 第 7 条及び第 8条の役員の任期は 1 ヵ年とする。但し、再任を妨げない。補充の任期

は先任者の残任期間とする。 

第11条 会長は会務を総括する。副会長は会長を補佐し、会長に事故ある場合会長を代理する。

幹事長は幹事会を主宰し、幹事は会務を執行する。顧問、相談役は、本会の重要事項

に関する諮問機関とする。 

第12条 本会は毎年 1回総会を開催する。尚、必要に応じて臨時総会を開くことができる。 

第13条 本会の経費は会費及び寄付金を以って之にあてる。 

第14条 本会会員は会費を納入するものとする。 

第15条 会員等の慶弔については次の通りとする。 

(1)会員結婚の場合は、祝電を打つ 

(2)会員死亡の場合は、弔慰金をおくる 

(3)会員の親または子死亡の場合は、弔電を打つ 

第 15条 幹事会は事業計画の立案並びに会計幹事、監査幹事の任命を行い、総会に於いて会計

報告をなし、監査幹事は監査報告をする。 

第16条 本会の事業年度は 4月 1日より翌年 3月 31日までとする。 

第17条 本会則の変更は総会に於いて出席会員の過半数の同意を要するものとする。 

第18条 本会則に定めなき事項に関しては幹事会に於いて誠意をもって之を協議するものとす

る。 

【附則】振替口座の登録住所は、会計担当（口座の代表者）の住所とする。 



⑤ 外部体育館等借用に関する補助の件 

  新体育館が竣工するまでの約２年間、現役生徒は外部体育館を借りての練習や他

流試合を多く実施することとなります。代用体育館使用料は開成学園が負担しますが、

他流試合時の相手校訪問時の手土産や不意の出費に備えるため、年間１５万円を補助

として２年間準備することとしました。これは宮先生に一括で預け、使用に当たって

は領収書を入手し、年度末に残金精算することといたします。 

 

昨年の総会で、下記を方針として御承認いただき一年間取り組んで参りました。 

(i) 会員相互の親睦を図る、現役の支援をする。 

(ii) 健全な活動が継続できるように会費収入率をアップする。 

(iii) イベント案内や会費納入依頼が全員に届くように連絡網を再構築する。 

(iv) そのための手段として HP見直しなどに会費を使う。 

 

(i) については議案１．①主な活動報告の通りです。 

(ii) 会費納入額は、H29 年度の 262 千円に対し、H30 年度は 572 千円と増収でした。し

かしながら会費納入率は、H30年度はその前の年度と同じ 24％と横ばいでした。会

員数・納入数と納入率は下記グラフの通りです。データの残っている H4年から年々

納入率が下がっていることがお分かりになると思います。 

(iii) については、本総会の連絡に当たっての全会員数451名に対する連絡網網羅率は72%

（メール 285名、ハガキ 37名）、メールもハガキも届かなかった人数（連絡先不明）

は 127名（28%）に達しており、連絡網の再構築が新年度も引き続き課題です。 

(iv) について幹事会や幹事間のメール等のやり取りで通年で検討してきましたが、各種

市販の仕組みには一長一短があり、実施までには至りませんでした。 

 

  ＜参考＞会計年度別の会費納入状況 
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⑥ 連絡システムならびに会費徴収方法の件 

会費徴収システム「シクミネット」の導入 

 

主な機能：入金結果の集計、会費オンライン支払、会費催促メール配信、イベント管理（周

知、出欠、会費徴収）、その他一斉メール送信 

（機能詳細は別紙 1を参照） 

 

費用： 

(ア) 初期導入費：38,000円 

(イ) 月額利用料：5400円／月（64,800円／年） 

(ウ) システム管理費：10800円／月（129,600円／年） 

（詳細は別紙２を参照） 

 

運用方法： 

１． 総会や定期戦での直接支払いとシクミネットシステム上での決済の両方 

２． 年会費：4000円（一律） 

（学生は初期に 10000円を入会金として受け取り 5年分の会費免除とする。） 

３． イベント周知（出欠の管理） 

 

見込まれる効果：会費徴収額の向上、会費納入状況管理の簡略化、会員への連絡業務の簡

略化、イベント出欠状況管理の簡略化、名簿情報更新の効率化 

 

提案の主旨：今後徐々に増加していく会員数と、OB会運営のこれまでの個人への負荷を鑑

みると、運営支援システムの導入を検討すべきである。問題は財源と費用対効果であるが、

現在 OB会は余剰金を 3,932,640円有しており、また毎年 100,000円以上の黒字となってい

ることから、現時点から試行してその効果を評価していく。本システム導入により会費納

入率の向上に大きく貢献するとは考えにくいため、会費納入率向上には後述の世代幹事や

年度幹事との連携や若手 OBの活動支援などと併せて取り組む。今後、会費納入人数が増え

ず、本システムにかかる毎年の出費が OB会の財政を圧迫する場合、または本システムによ

る運営簡略化の効果が見られない場合は、即座に利用停止する。また、会員より大体シス

テムの具体的提案があれば切り替えることを検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑦ 新ホームページ開設の件 

 
主な仕様： 

会報の掲載＊（最新版の他、バックナンバーも） 

OB 会イベントの開催案内＊、出欠＊、報告 

OB 会会費納入のお願い＊ 

現役の試合予定と結果報告（年間版は会報） 

アーカイブ（これまでの OB 会関連の資料等） 

その他（会員等からの寄稿、リンクなど） 

＊連絡・会費徴収システムとの連動を予定している。 

 

期待される効果： 

OB 会員への確実で安定した連絡、幹事の負荷の大幅低減、OB 会員以外（現役、両親、麻

布 OB 等）への OB 会活動の紹介（アピール）など。 

 

進行状況と課題： 

現在、松原が仕様をまとめ、作製会社（別の HP で関係）に見積りをとっている。費用とし

て、初期 30～50 万円、年間維持費 5～10 万円を予想。もし OB の誰かが同じ程度の費用で

やってくれる人がいればその方がよい。開設・運用後、費用対効果は検証する必要がある。 

 

 

 

⑧ 年度幹事・世代幹事の充実の件 
  前項で報告したように、連絡先不明が 28%もいること、会費納入率が年々下がってい

ることを踏まえ、 

・会員全員に OB会活動報告や会合案内が届くようにすること 

・それにより OB会活動に関心を持ってもらうこと 

・結果として会合参加率や会費納入率が上がり、OB会活動が永続すること 

を目指していくことが肝要です。しかしながら現状の幹事会からの連絡方法では一年間や

ってみて実効が上がりませんでした。新年度は、 

・年度幹事会を強化、活用する 

・年度幹事会を動かすために世代幹事（会）を発足し OB会幹事をバックアップする 

ことを進めたいと思います。年度幹事一覧と 70周年記念文集作成時の世代幹事を

参考に付けます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

議案 5． 2019年度予算案 

 

 

科目 金額 科目 金額
（収入の部）

広報・連絡費 ¥300,000 年会費 ¥600,000
懇親会等支援費 ¥200,000
荒川区OB会チーム関連費 ¥100,000
麻布定期戦費 ¥20,000
幹事会費 ¥40,000
その他 ¥60,000
（文房具費、事務費、銀行手数料等）

OB会親睦のための経費（小計） ¥720,000
春夏合宿援助費 ¥120,000
現役強化費 ¥90,000
（内訳） 遠征費 ¥50,000

バレーボール教本代 ¥30,000

新入部員勧誘費 ¥10,000

コーチ関連出費 ¥95,000
（内訳） コーチお礼 ¥80,000

コーチポロシャツ代 ¥15,000

その他 ¥10,000
現役支援のための経費（小計） ¥315,000
小計（通常会計） ¥1,035,000 小計（通常会計） ¥600,000

広報・連絡費 ¥500,000
OB会親睦のための経費（小計） ¥500,000
外部体育館使用補助費 ¥150,000
現役支援のための経費（小計） ¥150,000
小計（特別会計） ¥650,000
次年度繰越金 ¥2,847,640 前年度繰越金 ¥3,932,640

¥4,532,640 合計 ¥4,532,640

通
常
会
計

特
別
会
計

合計

（特別支出）

2019年度　予算　　2019年6月22日

（支出の部）

 
 

 

 

 

議案６．その他 



 

 

 

 
＜参考１＞ 

年度幹事 

24年～27年 吉村  功 (26卒) 52年 老川 功明 H12年 川原 尊徳 

29年～30年 要依頼 53年 野口 恭司 H13年 丸崎   玲 

31年～32年 明渡久和 (31卒) 54年 関   茂和 H14年 勝井 政博 

34年 石束 晃一 55年 高浪 孝勝 H15年 丹野 敬大 

35年 平松 久和 56年 鈴木 章弘 H16年 森 禎三郎 

36年 三崎 哲郎 58年 高橋 琢次 H17年 浅川 洋貴 

37年 安井 高明 59年 清水 誠一 H18年 梶原   啓 

38年 山本 純一 60年 草野 昌行 H19年 金田 涼佑 

39年 鈴木 康之 61年 津野 泰明 H20年 加登 翔太 

40年 佐藤   勇 62年 奈村太久馬 H21年 溝口 晃 

41年 西山 祐二 63年 和知 敏樹 H22年 藤井 遼介 

42年 片野 清昭 H1年 小木曽和宏 H23年 徳田 大輔 

43年 結城 教仁 H2年 和里田 聰 H24年 小枝 滉斗 

44年 片野 昭秀 H4年 神波 泰夫 H25年 中村 凌大 

45年 小川 宗男 H5年 古野 徳一 H26年 秋山 貴則 

46年 西村   隆 H6年 鈴木 大輔 H27年 上原 廉次郎 

47年 松田 信彦 H7年 依田 秀則 H28年 未定 

48年 小泉 哲郎 H8年 鈴木   周 H29年 未定 

49年 老川 知永 H9年 宮  利政 H30年 高橋 大 

50年 松下 和正 H10年 川原 希彦 H31年 酒井 聖平 

51年 上野 雅資 H11年 楓 淳一郎   

      

 

＜参考２＞ 

世代幹事（創部 70周年記念文集執筆協力依頼時） 

 

S44以前統括  片野昭秀（S42） 

S45-48    小川宗男(S45) 

S49-53    高塚義弘(S49) 

S54-55    関 茂和(S54) 

S56-60    天明宏之(S56) 

S61-H1    松山 晃（S62） 

H2-6     和里田聰(H2) 

H7-11     金田俊介(H9) 

H12-16    勝井政博(H14) 

H17-21    小泉達彦(H18) 



H22-26    徳田大輔(H23) 

H27-28    福田尋晃(H27) 

H29-31     

以上 


